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グラフ G の頂点の順序において，L(e)と R(e)をそれぞれ，G の辺 e  E(G)の両端

点で，L(e) < R(e)を満たすものとする．異なる 2 辺 e, f E(G) に対して，e と f

がクロスしているとは， 

 

L(e) ≤L( f ) ≤R(e) ≤R( f ) 

 

を満たすときをいう．また，e と f がネストしているとは， 

 

L(e) ≤L( f ) ≤R( f ) ≤R(e) 

 

を満たすときをいう． 

グラフ G のスタック（キュー）とは， 辺集合 E(G)の部分集合 E’ E(G)で E’のど

の辺もクロス（ネスト）していない部分集合を言う．キュー E’はキュー順序と呼ば

れる以下のような全順序≤を持つ． 

 

e, f  E’, e ≤ f L(e) ≤L( f ) かつ R(e) ≤R( f ) 

 

グラフのスタックレイアウトとキューレイアウトを合わせて一般化したスタック

キューミックスレイアウトがDujmovicとWood[1]によって定義されている．すなわ

ち，グラフはある共通の頂点順序により定義されているスタックとキューのレイア

ウトを持ち，グラフの辺はある1つのスタックかある1つのキューに属する．このよ

うなレイアウトをスタックキューミックスレイアウトと呼び，それを持つグラフを

スタックキューグラフと呼ぶ． 

グラフのスタックレイアウトとキューレイアウトについては，それぞれのスタッ

クデーター構造とキューデーター構造のモデルとなっているが，スタックキューミ

ックスレイアウトは，デックデータ構造（double-ended queue，dequeue）のモデ

ルとなっているとも考えられる． 

 



今回は，2 部グラフの細分のスタックキューミックスレイアウトを構成する方法を示

す．グラフの細分のスタックキューミックスレイアウトについては，Dujmović と

Wood[2]によって，次の定理 1 が示された． 

 

定理１．[Dujmović and Wood [2]] 任意の整数 s,q>0 と任意のグラフ G に対して，G

の細分の s-スタック q-キューミックスレイアウトで各辺が 4log(s+q)q sn(G) そして 2 + 

4log(s+q)q qn(G)個の細分点を持つようなレイアウトがそれぞれ存在する．  

 

本論文ではこの結果を改良し次のような s-スタック q-キューミックスレイアウトを構

成する方法を示す． 

 

定理２． 任意の整数 s,q>0 と任意の２部グラフ Gm,nに対して，Gm,nの細分の s-スタ

ック q-キューミックスレイアウトで各辺が 2log(s+q)q n-1 個の細分点を持つようなレイ

アウトを構成できる． 

但し，m,n はそれぞれ V(Gm,n)の 2 つの部集合の頂点数で m n とする． 

 

証明の要点は以下のとおりである．Dujmovićと Wood は論文[2]で完全(s+q,q)木 T

を導入し，T の 1 スタック 1 キューレイアウト L を構成した．このレイアウト L の

頂点順序が主定理 2 の証明の核となる．本章では，この完全(s+q,q)木の頂点集合を

mixed radix representation という概念を用いて記号付けし，それによって 1 スタ

ック 1 キューレイアウト L の頂点順序を式で表現した． 
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